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ねぇ、ふーちゃん 

むこうのくものさき 

あおくひかってるところ 

わかる？ 

あのひかりよりね 

もっとさきにいくよ 

いまいるこのやまのてっぺんよりもね 

もっとたかいよ 

どんなところか 

そうぞうもつかないね 

そうぞうもつかないくらい 

きれいなところだよ 

まだいったことないけれど 

わかるよ 

ふーちゃん 

とおくへいくよ 

とおくてとおくて 

なんかいとどかなくても 

ぜったいいくよ 

いっしょにいくよ 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊ 川鍋のぶつぶつ独り言 ＊＊ 

 昨年から天体観測や宇宙の話題に興味が出てきたという話を詩の友人にしたら、そ



の友人にちょうど天体ファンの知人がいて、彼に私のことを話したら「今の時季なら

木星が観測できるから 2人とも見においで！」と、超ノリノリでお誘いいただいたと

いうので、こちらもノリノリでお誘いに乗ることにした。その知人の方というのは大

阪市内で医院をやっておられる先生で、私の友人はその医院でかつて長らく働いてい

た、元同僚の関係だという。その先生は天体観測と天体写真の撮影に熱心な方らしく、

後でご本人から聞いた話によると、物心ついた頃から星を見るのが好きで、10代の頃

から天体写真の撮影に本格的にのめりこんでいったのだそう。ちょっとした趣味とい

うレベルではなくガチもんの天体ファンでいらっしゃるようだ。だから友人がその先

生に私のことを話した際、「その彼女は星の何について興味があるの？」「最近興味を

持ち始めたって言ってたけど何がきっかけだったのかな？」「どんな天体が好きなの？」

などなど、ものすごい勢いで質問されたらしい。そんなこととは知らず、単純に天体

観測楽しみだな～と好奇心オンリーで現地に向かった私は、合流した友人から先生の

熱量について聞かされ、急に就職面接にでも来たかのような気持ちになった。 

 実際にお会いしてみると、確かに天体に対する熱量と愛情がものすごい方だった。

かつての同僚である友人との積もる話や、初対面である私についての質問を一通り終

えると、あらかじめ用意していたという天体写真の上映会が始まった。私は今まで、

天体写真というものはネット上やちょっと立ち読みした何かの雑誌くらいでしか見た

ことがなく、撮影者から直接画像データを見せてもらうのは初めて。本来は検査結果

の画像などを映すためのものであろうモニターに、次々と天体写真が映し出される度

に、私からも友人からも感嘆の声が上がった。 

 上映会が終わる頃には空も暗くなり、いよいよ生の天体観測。先生の案内に従い医

院の屋上に上がると、そこには 3台の望遠鏡がセットされていて、「ここは本当に大阪

市内なのか」とテンションが上がった。3台の望遠鏡はそれぞれ性能が異なるもので、

先生は次々と望遠鏡の設定をいじりながら、「今日よく観えるのはこれくらいしかない

けど」と言いながら、木星とガリレオ衛星、金星、月、火星、プレアデス、オリオン

大星雲、シリウスを順番に見せてくれた。望遠鏡を使った本格的な天体観測は私にと

って初めての経験。「市内じゃこれが限界だな」と先生は物足りなそうだったが、私は

終始感動興奮していた。中でも、木星とガリレオ衛星の愛らしさ、金星のキラキラ度

合い、月の眩しさと大きさが特に印象に残った。 

そしてなんと、クレーターが月の表面にとある数字を作り出しているのを発見。友

人にも見せると「ほんまや！！」とふたりで沸いた。しかし先生が望遠鏡を覗いても、

そんな数字どこにも見当たらないという。「きっと詩人にしか見えない数字なのよ」な

どと言いながら、その後もしばらく観測を楽しんだ。望遠鏡を通して天体を見ると、

それらがとても近くに実体として存在しているのだと感じて、私はいよいよ宇宙に行

ってみたくなったのだった。ちなみに、月の表面に見つけた数字が何なのかは秘密で

ある。 


